
　表２　支援制度導入後の新規就農者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

性　　　別 男 男 男 男 男 男 男 男 男

就農時年齢 26 32 23 38 27 35 29 25 21

独身夫婦別 就農後：就農後結婚した例 独　身 夫　婦 就農後 独　身 独　身 夫　婦 夫　婦 就農後 独　身

出　身　地 市　内 市　内 市　内 市　内 石川県 市　内 市　内 市　内 市　内

自主性・主体性が活かせる

職業としての適合性 ○

職業としての将来性 ○ ○

職業としての魅力・充実感 ○ ○ ○ ○

農家子弟としての責任感 ○ ○ ○ ○ ○

経営としての発展性 ○ ○

健康的

時間的拘束を受けない ○

就　農　動　機

現職に展望がない ○

家庭属性 専業農家 兼業農家 専業農家 専業農家 非 農 家 専業農家 専業農家 専業農家 専業農家

最終学歴 大学農学 工業高校 普通高校 農業高校 外国語大 工業高校 工業高校 普通高校 工業高校

職　　歴 新規学卒 地元ＪＡ 地元ＪＡ 家具会社 電気会社 建材鉄鋼 地元ＪＡ 工業・塾 建設会社

同滞在地 県　　内 市　　内 市　　内 大阪東京 京 都 府 県内兵庫 市　　内 県　　内 県　　内

同 年 数 10　年 ３　年 20　年 ３　年 16　年 10　年 ６　年 ２　年

就　農　経　路

助走期間 な　し な　し な　し な　し ３　年 な　し な　し な　し な　し

家庭作目 酪　農 養　鶏 施設野菜 葉たばこ 葉たばこ 養　　豚 茶 茶就　農　作　目

就農作目 酪　農 葉たばこ 施設野菜 葉たばこ 花　卉 葉たばこ 養　　豚 茶 茶

経営形態 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営 法人家族 法人家族

経営体との関係 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営 共同自家 共同自家

就農の形態 参加継承 異種創業 参加継承 参加継承 新規創業 参加継承 参加継承 参加継承 参加継承

就　農　形　態

現在の身分 家族労力 経 営 主 家族労力 家族労力 経 営 主 家族労力 家族労力 家族労力 家族労力

農地集積 ○ ○ ○ ○

生産技術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営技術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貸金融資 ○ ○ ○ ○

関係機関の

支　援

ファームサラリー負担 市・経主 市･Ｊ ･煙 ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ ･煙 ･主 市・Ｊ 市･Ｊ ･煙 ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主

経営内従事者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＪＡ直営農場 ○

受入れ農家（地区内） ○

受入れ農家（地区外） ○

生産技術の
習　得　方法

関係機関 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営内従事者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

関係機関 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営技術の

習　得　方法

研修先等 ○ ○ ○

現在の経営形態 同一経営 経営分離 同一経営 経営継承 同一経営 同一経営 同一経営 同一経営

現在の身分 家族労力 経 営 主 家族労力 経 営 主 県外研修 経 営 主 家族労力 家族労力 家族労力

就　農　条　件

月給制度の継続 ○ 研修補助 ○ ○

自主グループ活動 ○ ○

農業青年部会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域活動へ

の　参　画

青壮年活動・消防団活動等 ○ ○ ○ ○

生産規模の拡大 ○ ○ ○

多角的事業展開

生産性の向上 ○

高付加価値生産

企業的（法人）経営 ○

他品目の導入 ○ ○

休日の導入・ゆとりの経営 ○

将来の構想

防災営農



Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

性　　　別 男 男 男 男 男 男 男 男 男

就農時年齢 24 22 25 36 25 28 30 23 25

独身夫婦別 就農後：就農後結婚した例 独　身 独　身 独　身 夫　婦 独　身 夫　婦 夫　婦 独　身 就農後

出　身　地 市　内 市　内 市　内 市　内 市　内 市　内 市　内 市　内 福岡県

自主性・主体性が活かせる ○ ○ ○

職業としての適合性 ○ ○ ○ ○

職業としての将来性 ○

職業としての魅力・充実感 ○ ○ ○ ○

農家子弟としての責任感 ○ ○

経営としての発展性

健康的 ○

時間的拘束を受けない

就　農　動　機

現職に展望がない

家庭属性 専業農家 専業農家 専業農家 専業農家 専業農家 専業農家 専業農家 非 農 家 非 農 家

最終学歴 農大茶業 畜産講習 大学工学 大学経済 工業高校 農大茶業 農業高校 職業訓高 農学修士

職　　歴 農機会社 県内ＪＡ 新規学卒 商事会社 機械建設 茶仲卸問 衛生建設 建設食造

同滞在地 県　　内 隣 接 市 県　　内 県　　内 県　　内 県　　内 福 岡 県 市　　内 福 岡 県

同 年 数 ４　年 ３　年 14　年 ７　年 ６　年 11　年 ４　年

就　農　経　路

助走期間 な　し １　年 な　し な　し 就後１年 な　し な　し ６ヵ月 １年６月

家庭作目 茶 肉牛野菜 野菜果樹 施設果樹 施設野菜 茶 果　樹就　農　作　目

就農作目 茶 肉 用 牛 果樹野菜 施設野菜 施設野菜 茶 果　樹 露施野菜 露地野菜

経営形態 法人家族 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営

経営体との関係 共同自家 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営

就農の形態 参加継承 参加継承 参加継承 参加継承 参加継承 参加継承 参加継承 新規創業 新規創業

就　農　形　態

現在の身分 家族労力 家族労力 家族労力 家族労力 家族労力 家族労力 家族労力 経 営 主 経 営 主

農地集積 ○ ○ ○ ○ ○

生産技術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営技術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貸金融資 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

関係機関の

支　援

ファームサラリー負担 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･主 市･Ｊ･本

経営内従事者 ○ ○ ○ ○ ○

ＪＡ直営農場 ○ ○

受入れ農家（地区内） ○ ○

受入れ農家（地区外） ○

生産技術の
習　得　方法

関係機関 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営内従事者 ○ ○ ○ ○ ○ ○

関係機関 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営技術の

習　得　方法

研修先等 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在の経営形態 同一経営 同一分離 同一経営 経営継承 同一経営 経営分離 経営継承

現在の身分 家族労力 経 営 主 家族労力 経 営 主 家族労力 経 営 主 経 営 主 経 営 主 経 営 主

就　農　条　件

月給制度の継続 ○

自主グループ活動 ○

農業青年部会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域活動へ

の　参　画

青壮年活動・消防団活動等 ○ ○ ○ ○ ○

生産規模の拡大 ○ ○

多角的事業展開 ○ ○

生産性の向上 ○ ○ ○

高付加価値生産 ○ ○

企業的（法人）経営

他品目の導入 ○

休日の導入・ゆとりの経営 ○

将来の構想

防災営農



Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

性　　　別 男 男 男 女 男 男 男 男

就農時年齢 30 43 21 28 29 27 47 26

独身夫婦別 就農後：就農後結婚した例 独　身 夫　婦 独　身 独　身 独　身 夫　婦 夫　婦 独　身

出　身　地 市　内 市　内 市　内 市　内 千葉県 市　内 福　岡 市　内

自主性・主体性が活かせる ○ ○ ○ ○ ○ ○

職業としての適合性

職業としての将来性 ○

職業としての魅力・充実感 ○ ○ ○

農家子弟としての責任感 ○ ○

経営としての発展性 ○ ○

健康的

時間的拘束を受けない

就　農　動　機

現職に展望がない

家庭属性 専業農家 専業農家 兼業農家 非 農 家 非 農 家 専業農家 兼業農家 専業農家

最終学歴 コンピ ュ ー タ 専 学 農 花 大学文学 大学経済 農大園芸 普通高校 工業高校

職　　歴 ソフト ウ ェ ア 会 社 船 雑 貨 店 JA指導員 印刷会社 硝子会社

同滞在地 県　　内 県　　内 県　　内 市　　内 県　　内 県　　内 県　　内 県　　外

同 年 数 ７　年 22　年 ７　年 １　年 ３　年 25　年 ７　年

就　農　経　路

助走期間 な　し ５　年 ２　年 な　し な　し な　し な　し な　し

家庭作目 露地野菜 露地野菜 露施野菜 野菜果樹就　農　作　目

就農作目 露地野菜 露地野菜 野菜花卉 花卉野菜 茶 露施野菜 露地野菜 野菜果樹

経営形態 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営 家族経営

経営体との関係 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営 自家経営

就農の形態 参加継承 参加継承 新規創業 新規創業 新規創業 参加継承 新規創業 参加継承

就　農　形　態

現在の身分 家族労力 家族労力 経 営 主 経 営 主 家族労力 経 営 主 家族労働

農地集積 ○ ○ ○ ○ ○

生産技術 ○ ○ ○ ○

経営技術 ○ ○ ○ ○

貸金融資 ○ ○

関係機関の

支　援

ファームサラリー負担 市･Ｊ･主 市･Ｊ 市･Ｊ･本 市･Ｊ･主 市･Ｊ･Ｊ 市･Ｊ･主 市･Ｊ･Ｊ 市･Ｊ･主

経営内従事者 ○ ○ ○

ＪＡ直営農場 ○ ○

受入れ農家（地区内） ○ ○

受入れ農家（地区外）

生産技術の
習　得　方法

関係機関 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営内従事者 ○ ○

関係機関 ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営技術の

習　得　方法

研修先等 ○ ○

現在の経営形態 同一経営 同一経営

現在の身分 家族労力 経 営 主 経 営 主 経 営 主 経 営 主 家族労働 経 営 主

就　農　条　件

月給制度の継続 ○ ○ ○

自主グループ活動

農業青年部会

地域活動へ

の　参　画

青壮年活動・消防団活動等

生産規模の拡大 ○ ○ ○ ○

多角的事業展開

生産性の向上

高付加価値生産 ○ ○

企業的（法人）経営

他品目の導入

休日の導入・ゆとりの経営 ○ ○ ○ ○ ○

将来の構想

防災営農 ○


